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大学における産業医と今後の展望








昭和 63年 4 月　　東北大学医学部卒業
昭和 63年 6 月　　厚生連平鹿総合病院研修医
平成 3 年 4 月　　東北大学医学部大学院博士課程入学
平成 4 年 7 月　　McGill大学Meakins-Christie研究所留学
平成 7 年 4 月　　東北大学医学部附属病院第一内科医員
平成 12年 4 月　　労働福祉事業団福島労災病院　第二呼吸器科部長
平成 13年 4 月　　東北大学大学院医学系研究科内部障害学分野助手
平成 14年 4 月　　同講師
平成 16年 4 月　　東北大学産業医（保健管理センター助教授）
平成 22年 4 月　　現職
　
賞　罰
昭和 62年 9 月　　東北大学医学部同窓会学生奨学賞
平成 17年 3 月　　東北大学医学部教育貢献賞
平成 20年 1 月　　Respirology’s top-performing referees of 2007.
平成 23年 11月　　第 20回 Pneumo Forum賞
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196 黒澤 ─ 大学における産業医と今後の展望
　当時，危険薬品の管理や，局所排気装置の使用，高
圧ガスの管理，医局で飼育する実験動物管理，火気の
使用，棚・ロッカーおよび大型機器の耐震固定，など，
基本的ともいえる労働安全衛生関連の必要措置は，ほ
ぼ野放しといってよい状態のところが多かったと思い
ます．安全衛生委員会で呪文のように巡視の指摘を言
い続けていましたが，そのうち，徐々にその必要性を
認めていただき，教職員の安全衛生に対する意識が自
然に高まってきているのが実感できるようになってき
ています．これは，私どもが嬉しいことでもありまし
たが，時代の流れということも大きかったと思います．
平成 22年に環境・安全推進センターが設立され，「安
全なくして研究なし」と当時の山本雅之センター長が
その趣旨を強調しておられました．3人の産業医とも，
引き続き，大学の安全衛生に力を注いでいく所存です．
平成 23年に東日本大震災が起こり，数々の安全衛生
に関する教訓を大学に残しました．平成 16年から積
み上げてきた対策が非常に活きた場所もありますし，
不十分だったところもありました．学内にいた職員と
学生に死亡者が出てもまったく不思議ではない状況
だったと思うのですが，最悪の事態はまぬがれました．
震災後，教職員の安全への取り組みの意識は確実に強
くなっています．
　衛生面に関しては，平成 22年の環境・安全推進セ
ンター設立後まもなく，禁煙を柱の一つにすえました．
環境・安全委員会における審議と合意を経て，当時の
井上総長がキャンパス内全面禁煙宣言を行い，平成
23年 10月から全学キャンパスが完全な禁煙になった
ことはご承知のとおりです．周辺の道路についても禁
煙を呼びかけることにしました．，喫煙および受動喫
煙による健康障害は甚大です．学内が禁煙になること
により受動喫煙がなくなり，学生や職員の喫煙率が低
下することが期待されます．東北大学のこのようなタ
バコに対する姿勢を示すことは，社会に対する大学の
使命でもあり，最高学府としての責任であると考えま
す．実は，国立大学の敷地内の完全禁煙は東北ではむ
しろ遅いほうでした．しかし，私立大学を含めて，教
職員と学生を合わせて 2万人以上もいるような規模の
大きな大学では初めての実施です．今後，身体活動や
食事などの種々の健康増進対策や，メンタルヘルスサ
ポートにもこれまで同様に力を注いでいかなくてはな
りません．一般健診受診率も毎年 100%を目指して学
内に強くよびかけており，健診後の保健指導をはじめ
とした教職員の健康管理の充実を図っていくこと，東
北大学の発展に資することであり，重要であると考え
ております．
　今後の展望としては，東北大学を産業医学の拠点の
一つにすることを目指したいと考えています．50人
以上の企業の事業場は，産業医を選任する法的な義務
があります．しかしながら，東北の各企業に十分に産
業医がいきわたっておらず，また，産業医業務の供給
も十分なレベルを担保するには，大変こころもとない
状況にあります．地域に開かれた産業医の臨床的な外
来として，平成 22年 10月に産業衛生外来を新たに大
学病院に開設しました．地域の産業衛生のサポートと
しての試みでしたが，システムを地域にさらに浸透さ
せていくことは今後の課題です．また，県医師会や大
学の医師会と連携し，産業医の基礎および生涯研修制
度を実施しています．平成 24年から，産業医資格の
認定に必要な 50単位をまとまって取得できる基礎講
習を仙台で開くことが実現し，このような研修会の機
会を初めて白河越えさせることができました．産業医
を積極的に育成し，地域の企業に働く人々が安心して
働けるような環境を目指すことが大きな目標であり，
今後も努力していきたいと考えています．
